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証券コード：6382

TRINITY REPORT

　平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申しあげます。
　当社第86期第2四半期連結累計期間（2019年4月1日から2019年9月30日まで）の決算が終了いたしましたので、
業績等につきましてご報告申しあげます。
　当第2四半期連結累計期間における我が国経済は、企業収益の回復や雇用・所得環境の改善により緩やかな回復
基調が続いたものの、米中貿易摩擦の長期化や英国のEU離脱問題など、海外情勢の不確実性を受け、依然として 
先行き不透明な状況が続いております。
　このような状況のもと、当社グループは、劇的に変化する時代の中でも持続的成長と競争力の確保を図り、 

「お客様のよろこびと感動」を得ることを目指してまいりました。
　この結果、当社グループの連結売上高は175億9千2百万円と前年同期と比べ16億2千万円（10.1％増）の増収と
なりました。営業利益は14億3千8百万円と前年同期と比べ9億6百万円（170.3％増）の増益、経常利益は15億6千 
8百万円と前年同期と比べ8億3千1百万円（112.6％増）の増益、親会社株主に帰属する四半期
純利益は10億4百万円と前年同期と比べ6億4千4百万円（178.7％増）の増益となりました。
　当期の中間配当につきましては、業績及び経営環境等を総合的に勘案し、1株につき15円 
とさせていただきました。今後も株主の皆様のご期待にお応えしていきたいと考えております。
　株主の皆様におかれましては、引き続き変わらぬご支援とご指導を賜りますようお願い
申しあげます。

2019年11月
代表取締役社長　玉木 利明

第86期中間報告書　2019年4月1日 – 2019年9月30日

人に、社会に、地球に、やさしい企業であり続けたい



事業区分 事業内容 主要製品

設備部門

塗装プラント
塗装の入口から出口まで最新技術と環境技術で構築
小規模プラントから巨大プラントまで塗装に関するプラント全工程の
プランニング・設計・製作・施工、さらにはアフターサービスまで 
一貫したサービスを提供いたします。

前処理装置
電着塗装装置
塗装ブース・空調装置
乾燥炉 他

塗装システム
高品質、省エネ、低コスト、より環境にやさしい塗装機器
塗装システムは省エネ・省資源・省人化・無公害・作業環境向上など
を技術的目標として開発され、塗装プラントの効率化と安全性の向上
に大きく寄与いたします。

各種塗装機
塗装ロボットシステム
塗料供給システム
電界流動粉体静電装置 他

産業機械
「熱・水・空気」に関連する技術をフルに駆使・応用
幅広い産業分野の多様な設備機械の開発・設計を行い、お客様のご要望
に応じた様々な製品を提供いたします。

熱処理炉
オートクレーブ
静電塗油装置 他

事業区分 事業内容 主要製品

自動車部品部門

世界トップクラスの意匠表現を、塗装技術力をベースに、
アイデアとセンスで実現
環境に配慮した「Tri-D3eco（トライデコ）」を主軸に内装部品及び外装部品の 
成形と塗装を手掛けており、企画・設計から金型、表面処理、組付けまでを一貫
する事業展開を実施しております。

センタークラスターパネル
コンソールパネル
ドアスイッチベース
ステアリングホイール
ロッカーモール 他

事業紹介
　当社グループは設備（塗装プラント・塗装システム・産業機械）の設計・製造及び販売、自動車部品の製造及び販売を主
な業務としております。

塗装プラント（塗装ブース）

塗装システム（電界流動粉体静電装置）
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設備部門は、塗装設備納入等の増加により
売上高は126億7千3百万円と前年同期と
比べ10億1千9百万円（8.7％増）の増収
となりました。

自動車部品部門は、内装部品及び外装部品の
生産・販売の増加により売上高は49億1千
8百万円と前年同期と比べ6億1百万円（13.9％
増）の増収となりました。

売上高

12,673
百万円

売上高構成比率

72.0%

売上高

4,918
百万円

売上高構成比率

28.0%
自動車部品（内装部品）

自動車部品（外装部品）
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連結財務諸表（要旨）

トピックス

▪連結貸借対照表	 （単位：百万円未満切捨て）

科目 当第2四半期末
（2019年9月30日現在）

前 期 末
（2019年3月31日現在）

流動資産 24,304 24,307
固定資産 12,063 11,879
資産合計 36,368 36,187
流動負債 10,174 10,838
固定負債 2,423 2,329
負債合計 12,598 13,168
株主資本 22,612 21,886
その他の包括利益累計額 609 585
非支配株主持分 547 547
純資産合計 23,769 23,018
負債・純資産合計 36,368 36,187

▪連結キャッシュ・フロー計算書	 （単位：百万円未満切捨て）

科目
当第2四半期累計
（2019年4月 1 日～

2019年9月30日）

前第2四半期累計
（2018年4月 1 日～

2018年9月30日）

営業活動による
　キャッシュ・フロー 1,617 2,210

投資活動による
　キャッシュ・フロー △ 233 △ 426

財務活動による
　キャッシュ・フロー △ 317 △ 384

現金及び
　現金同等物の期首残高 8,468 6,172

現金及び
　現金同等物の四半期末残高 9,496 7,461

▪1株当たり配当金

▪連結損益計算書	 （単位：百万円未満切捨て）

科目
当第2四半期累計
（2019年4月 1 日～

2019年9月30日）

前第2四半期累計
（2018年4月 1 日～

2018年9月30日）

売上高 17,592 15,971

営業利益 1,438 532

経常利益 1,568 737

税金等調整前
　四半期純利益 1,578 737

親会社株主に
　帰属する四半期純利益 1,004 360

（1株当たり情報）
 1株当たり純資産 当第2四半期累計 1,415円93銭 前第2四半期累計 1,322円43銭
 1株当たり四半期純利益 当第2四半期累計 61円27銭 前第2四半期累計 21円98銭

健康経営への取り組み

トリニティ工業 健康宣言

●�当社は「健康＝最重要経営課題」という考えに基づき、2019年9月に
「健康宣言」を発表し、社員の心身の健康の保持・増進に向けた活動を
促進するべく、健康経営を推進しております。

当社において最も重要な財産は「社員」です。

社員一人ひとりとご家族の皆様が、心身ともに健康で豊かな生活を送ら
れることは、『良い品』『良い仕事』を創造する原動力となり、『お客様の
よろこびと感動』を生み出し、社会貢献に繋がるものと考えています。

その実現に向けトリニティ工業は、明るく楽しく元気よく、いきいきと
働ける会社づくり、人づくりに全力を挙げて取り組むことを、ここに 
宣言します。

健康づくり（ウォーキング大会・ソフトボール大会）

食習慣改善（社員食堂のメニューにカロリー表示・
IDカードによる精算時の総カロリー通知）



コーポレート・データ（2019年9月30日現在）

▪商　　　　号 トリニティ工業株式会社
（1980年に合併し、同年より現社名）

▪設　　　　立 1946年10月2日

▪本 店 所 在 地 愛知県豊田市柿本町一丁目9番地

▪事　  業　  所 豊田工場　三好工場　東京支店　大阪支店
東北営業所　田原営業所　九州営業所

▪グループ会社 子会社10社　　関連会社5社

▪資　  本　  金 13億1,100万円

▪従  業  員  数 連結912名　単体734名

▪役　　　　員

取締役社長 玉 木 　 利 明 取 締 役 飯 塚 　 康 弘

取締役副社長 梅 田 　 尚 志 取 締 役 成 田 　 年 男

専務取締役 細 江 　 昌 樹 社外取締役 金 子 　 芳 樹

専務取締役 菊 地 　 定 昭 常勤監査役 高 井 　 雅 弘

常務取締役 水 谷 　 嘉 光 社外監査役 二 之 夕 裕 美

常務取締役 乗 安 　 弘 治 社外監査役 村 尾 　 達 志

常務取締役 仲 　 　 哲 雄 社外監査役 山 田 　 美 典

取 締 役 久 米 潤 一 郎

▪株 式 の 状 況 発行可能株式総数　50,000,000株
発行済株式の総数　18,220,000株

▪株　  主　  数 1,746名

▪大　  株　  主
株主名 持株数（千株） 持株比率（％）

トヨタ自動車株式会社 5,895 35.95
BBH FOR FIDELITY LOW-PRICED
STOCK FUND

（PRINCIPAL ALL SECTOR SUBPORTFOLIO）
838 5.11

豊田通商株式会社 580 3.54
株式会社三井住友銀行 358 2.18
株式会社三菱UFJ銀行 336 2.05
株式会社タナベスポーツ 322 1.97
株式会社河上澄夫商店 239 1.46
原田 義久 229 1.40
安冨 次子 218 1.33
株式会社デンソー 200 1.22
株式会社豊田自動織機 200 1.22

（注）1．持株数が同数の株主については、五十音順に記載しております。
 　　2．持株比率は自己株式（1,819,278株）を控除して計算しております。

▪所有者別株式分布状況

ホームページのご案内

http://www.trinityind.co.jp/

証 券 コ ー ド ： 6382
上 場 証 券 取 引 所 ： 東京証券取引所　市場第二部
事 業 年 度 ： 毎年4月1日から翌年3月31日まで
配 当 金 受 領 株 主 確 定 日 ： 3月31日
中間配当金受領株主確定日： 9月30日
定 時 株 主 総 会 ： 6月
株 主 名 簿 管 理 人
特 別 口 座 管 理 機 関

： 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 ： 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
電話 0120-232-711（通話料無料）

公 告 の 方 法 ： 日本経済新聞
単 元 株 式 数 ： 100株

（ご注意）�未受領の配当金のお支払及び特別口座に記録された株主様のお手続きは、三菱UFJ信託銀行本支店でお取次ぎさせていただきます。なお、
証券口座に記録された株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている証券会社経由に
てお願いいたします。

株主メモ

お問い合わせ先 〒471-0855 愛知県豊田市柿本町一丁目9番地 電話 0565-24-4800

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

その他
0.71%

国内法人
47.58%

金融機関
5.95%
外国法人等
8.76%
自己株式
9.99%

個人
27.01%

合計
18,220千株

熱・水・空気の総合エンジニアリング会社


